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介護予防・日常生活支援総合事業について 

 

 

１ 目的 

総合事業は、市町村が中心となって、地域の実情に応じて、利用者の意向を

踏まえた多様なサービスの提供者を確保した上で充実させることにより、要支

援者等に対する効果的で効率的な支援等を可能にすることを目的としています。 
 

 

 

２ 総合事業の構成、サービス内容等 

 

総合事業は、要支援者や事業対象者に対して必要な支援を行う「介護予防・

生活支援サービス事業」（介護保険法に基づく第１号事業）と、全ての第１号被

保険者等が対象になる「一般介護予防事業」から構成されます。 
鳥取市は平成２９年４月１日から次の２つの事業を実施します。 

 

① 介護予防・生活支援サービス事業 

（対象者）要支援認定を受けた者または基本チェックリストで事業対象者 
に該当した者 

（実施事業）・ 現行の訪問介護相当サービス 
・ 現行の通所介護相当サービス 
・ 介護予防ケアマネジメント 
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介護給付（要介護１～５）

介護予防給付
（要支援１～２）

訪問看護、福祉用具等

訪問介護、通所介護

介護予防事業

○二次予防事業（おたっしゃ教室等）

○一次予防事業（介護予防教室、介護

支援ボランティア等）

地
域
支
援
事
業

【財源構成】

国

25％

都道府県

12.5％

市町村

12.5％

1号保険料 22％

2号保険料 28％

介護給付（要介護１～５）

介護予防給付（要支援１～２）

介護予防・日常生活支援総合事業
（要支援１～２、事業対象者）

○介護予防・生活支援サービス事業

・訪問型サービス

・通所型サービス

・生活支援サービス（配食等）

・介護予防支援事業

（介護予防ケアマネジメント）

○一般介護予防事業

多
様
化

現行と同様

現行と同様

事業に移行

全市町村で実施

地
域
支
援
事
業

現 行 総合事業移行後
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② 一般介護予防事業 

（対象者）６５歳以上の第１号被保険者等 
（実施事業）・介護予防普及啓発事業（おたっしゃ教室等） 

・地域介護予防活動支援事業（介護予防教室・介護支援 
ボランティア等） 

・地域リハビリテーション活動支援事業（予定） 

 

 

 

 

 

３ 利用手続 

① 総合事業の利用の相談・手続き支援については、現在の介護・介護予防

サービスを利用する場合と同様に、今後とも地域包括支援センター等の介

護支援専門員等の専門職員が行います。 

 
② 総合事業のみ利用する（予防給付の利用がない）ケースについては、従

来の介護保険の認定申請に加えて、新たに運動機能や認知機能の低下など

に関する 25 の質問事項で本人の状態を確認する「基本チェックリスト」に

より簡便・迅速にサービス利用を開始することもできます。 
 

  

＝29 年 4 月から本市で 

実施するサービス 

左記の 5 事業のうち必

要な事業を組合わせて

実施。②、③について

は現在の事業を見直し

て実施。⑤については

新規実施を予定。 
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 総合事業実施後（H29.4.1～）の利用手続  

お住まいの地区を担当する地域包括支

援センターやご担当のケアマネージャー

に連絡・相談します

（ ご希望や状態を確認します ）

利用者

訪問看護や福祉用具、ショートステ

イなどのサービスを希望する場合

［ 要介護・要支援認定申請 ］

訪問介護や通所介護のみ利用を

希望し、迅速に手続きしたい場合

［ 基本チェックリスト実施 ］

要介護認定 要支援認定 事業対象者 非該当

介護サービス

介護予防サービス
（介護予防福祉用具貸

与、介護予防通所リハビ

リテーション等）

介護予防・生活支援

サービス事業

介護予防・日常生活支援総合事業

駅南庁舎・総合支所

［ 介護保険窓口 ］
（受付けた相談内容を地

域包括支援センターに

引継ぎます）

希望される場合

非該当

市より被保険者証交付

介護保険や総

合事業の対象

外であった場合

市より

被保険者証交付

訪問・通所型サービス

以外の利用の有無
無

有

一般介護予防事業は

６５歳以上の人が利

用できます

訪問型サービス

通所型サービス

一般介護予防事業

引継ぎ
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４ 単価 

 

  （１）鳥取市訪問介護相当サービスの基本報酬 

 

サービス 現在の介護予防訪問介護 鳥取市訪問介護相当サービス 

単価 

○ 月額包括報酬 

 

□要支援１・２ 

週１回程度 １，１６８単位／月 

 

□要支援１・２ 

週２回程度 ２，３３５単位／月 

 

□要支援２ 

週３回以上 ３，７０４単位／月 

 

 

 

○ １回当たりの報酬単価を設定 

 

□要支援１・２、事業対象者 

週１回程度      ２６６単位／回 

月４回超えの場合 １，１６８単位／月 

□要支援１・２、事業対象者 

週２回程度      ２７０単位／回 

月８回超えの場合 ２，３３５単位／月 

□要支援２ 

週３回以上       ２８５単位／回 

月 12 回超えの場合 ３，７０４単位／月 

□要支援１・２、事業対象者  

20 分未満で主に身体介護 

を行う場合（事業対象者・ 

要支援 1は月 14 回まで、 

要支援２は月 22 回まで）１６５単位／回 

 

  （２）鳥取市通所介護相当サービスの基本報酬 

 

サービス 現在の介護予防通所介護 鳥取市通所介護相当サービス 

単価 

○ 月額包括報酬 

 

□要支援１ １，６４７単位／月 

 

 

 

 

 

□要支援２ ３，３７７単位／月 

 

 

○ １回当たりの報酬単価を設定 

 

□要支援１・事業対象者（週１回程度） 

        ３７８単位／回 

月４回超えの場合 １，６４７単位／月 

□要支援２（週１回程度） 

 ３７８単位／回 

月４回超えの場合 １，６４７単位／月 

□要支援２（週２回程度） 

     ３８９単位／回 

月８回超えの場合 ３，３７７単位／月 

 


